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令和 4年度 第 7回 朝倉市復興推進委員会 議事要旨 

   

 

１）日時 

令和 5年 3月 22日（水） 10:00～11:15 

 

２）場所 

旧甘木・朝倉市町村会館 大会議室  

 

３）参加者 

 別紙参照：第 7回復興推進委員会 配席表 

 

４）式次第 

１．開会 

２．市長挨拶 

 

３．新委員紹介 

 新委員は以下のとおり。 

 ・蜷城地区コミュニティ会長 内藤主税委員 

 ・筑前あさくら農業協同組合 営農経済担当常務 林俊幸委員 

 ・筑前あさくら農業協同組合 女性部 三笠三津子委員 

 ・朝倉市小学校 PTA連合会 母親部会 飯田麻紀委員 

 ・朝倉市中学校 PTA連合会 母親部会 水田朱美委員 

 

 ４．議事 

  市（事務局）より（１）～（３）を説明 

  （１）生活再建の取組み 

  （２）災害復旧事業の取組み 

  （３）復興実施計画の更新 

 

５）議事要旨 

 【質疑応答】 

(1)生活再建の取組みについて 

・特になし 

(2)災害復旧事業の取組みについて 

  ・特になし 

(3)復興実施計画の更新 

   （委員） 

    感想だが、国県市が一致団結して取り組んでいただいた。 

工事のほとんどが完了になっている。 

復興はなされていると感じている。今後とも頑張ってもらいたい。 
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   （委員） 

    個別案件ではあるが、河川改修後の安全対策（転落防止対策）がまだ充分ではない。 

    河川の容量を増やすために深くしている。 

幅を確保するために擁壁を斜めになっていたものが垂直に近くなっている。 

転落した場合は重大な災害になりかねない。 

比良松中側の擁壁については対策が取られつつある。 

部署間の所管の問題があるが、特に通学路や散歩道、人口密集地など考えてやって 

いたければと考えている。 

 

   （復興推進担当部長） 

河川の件については、要望書も頂いており、縦割りではなく横の連携を取りながら 

考えていきたい。 

 

   （委員） 

    まちづくり協議会は最後とのことだったが、松末地域については終わっていないし、 

まちづくりについても今からだと思っている。関係機関の支援を頂きながら進めて 

いきたいと考えている。 

コミュニティ内再建率が 33％台となっており、コミュニティとしてはソフト面に力 

を入れてやっていきたい。今後ともご指導ご鞭撻をお願いしたい。 

 

   （室長） 

復興推進室から総合政策課復興推進係へと組織は変わるが、これまでどおり地区ごと 

の担当を継続し考えていきたい。 

 

   （委員） 

    実施計画 132P。金川地区の田島区に遊水地 12haができた。コミュニティとして田島 

地区にお礼に行った。 

    蜷城小学校は避難施設になっているが、水没地区なので緊急避難と書いた方がいいの 

では？ 

    個別避難計画を作っていたが、その後の整備がなされていないので、新年度からやっ 

ていく。 

    福田地区と大刀洗町の間の佐田川が流れており、昔トンネルを掘った。 

これが再来年で 200年になる。（長田湿抜） 

大刀洗とも話をさせてもらっているが、2年後に 200年を迎えるので、復興の一つの 

事業として、福田・蜷城・金川で、この事業のシンポジウムをしたいと考えている。 

協力をお願いしたい。 

 

   （室長） 

避難所の掲載については、地元自主避難場所として修正したいと思います。 

戸別避難計画については、4月に自主防災会が開かれるので、防災交通課にこのよう 

な話が合ったことを伝えたいと思います。 
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（監理官） 

この場所は、河川から水があふれてくる。上流から降った雨が集中してくる。 

河川が改修されると、H29年の雨では河川からは水が溢れない。 

今度佐田川の河川改修を、上流では水資源機構、下流では国交省により改修が行われる。 

堤防を高くし、若干の掘削を行う。 

さらに強い河川になると期待している。 

長田川についても堤防を改修する区間になっている。浸水被害の軽減になるような方法 

を模索する大きな仕事がある。 

国交省、福岡県、（朝倉県土・久留米県土）、農地についても福岡県の関係者が集まって 

どういう方法が浸水被害軽減につながるか話し合う準備をしている。 

その際は、地域の意見も参考にさせていただく。 

 

   （委員） 

    山間部の消防団に属しているものとしてのお願いです。 

河川工事が終わって、実際に川を見ると川幅が広がって水深が浅くなっている状況が 

見受けられる。 

また、川に降りていくいのが難しくなってきている。 

山間部の火災では、河川は重要な水利でもあるので、今後消防団として気がついたとこ 

ろがあれば、然るべきところをとおしてお願いをすることになると思うので、よろしく 

お願いしたい。 

森林組合として、林道工事、砂防工事が終わったところを見ると、構造物で山に入りに 

くくなっているところが多々見受けられる。 

今後そうゆうところで気が付きましたらご協力をお願いすることがあると思うので、よろ 

しくお願いしたい。 

 

（復興推進担当部長） 

河川の降りにくい所は、場所によっては改良の護岸にコの字型の金具で階段のようにして、 

対策しているところがある。 

どこでも付けられるものではないが、要望があれば、ご意見をいただければ考えていきたい。 

山あいの入りにくい所というのも、言っていただければ現地確認をし、考えていきたい。 

 

議事終了 

委員長あいさつ 

 

５ その他 

 

６ 閉 会 


